
和風会会員各位 

和風会講演会のご案内 

謹啓  

 新春の候、先生方におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、和風会講演会を下記の日程により開催することとなりましたので、ご案内申し上げます。

先生方には時節柄ご多忙のこととは存じますが、万障お繰り合わせのうえ多数のご参加を賜りま

すよう何卒よろしくお願い申し上げます。 

尚、ご出席の先生方には日本精神神経学会・精神科専門医制度更新単位の 1 単位、大阪府医師

会生涯研修システムの 1単位が認定されます。 

また、お車でご来場の際には梅田スカイビル駐車場をご利用下さいますようお願いいたします。 

  謹白 

記 

日 時：令和6 年 3 月 15 日（金）19:00 より 

場 所：エーザイ株式会社  

大阪コミュニケーションオフィス 33階 A会議室 

住 所：大阪市北区大淀中 1-1-88 

梅田スカイビルタワーイースト 33階 

      形 式：ハイブリット開催（現地開催＋WEB配信） 

      

＜プログラム＞ 

話題提供（19:00 ～ ） 

『アルツハイマー病治療剤 レケンビ点滴静注に関する情報提供』エーザイ株式会社  

 

特別講演（19:10 ～ ） 

座 長：池田 学 先生 

大阪大学大学院医学系研究科 精神医学教室 教授  

 

「 高齢発症精神神経疾患の中核病態を画像化する 」 
 

講 師：樋口 真人 先生 

大阪公立大学大学院医学研究科 病因診断科学 教授 

量子科学技術研究開発機構 脳機能イメージング研究部 部長 

 
共催：大阪大学精神医学教室和風会/エーザイ株式会社 

令和 6 年 1 月吉日 



 【抄録】 

アルツハイマー病、前頭側頭葉変性症、レビー小体型認知症からなる三大変性型認

知症では、アミロイドβ、タウ、αシヌクレインなどのタンパク質で構成される線

維性の凝集体が脳内に沈着し、中核病態を形成する。近年、これらの病変をポジト

ロン断層撮影（PET）により可視化する技術が臨床応用され、早期診断、病期評価、

病型分類に有用であるのみならず、中核病態を標的とする疾患修飾薬の開発や実用

化にも貢献している。さらに高齢発症のうつ病や双極性障害においても、高頻度で

凝集体病変が形成されることが PETで明らかになり始めている。 

和風会参加申し込み案内 


